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　私たち人間は
自然界の動植物
の命を頂いて生
きています。し
かし、昨今は食
品ロスが問題に
なるほど、まだ
食べられる食品
が廃棄されています。この点、アイヌの人々はほぼ捨
てるところがないほど、食材を使い切っていました。
例えば、食用の動物としては最も重要だった鹿につい
てみてみます。現在、道内では鹿が増えすぎて農業や
林業に被害がでています。往時も道内には何十万頭も
の鹿が生息していたはずですが、北海道の農地は、道
南の松前地方でも、ごく少なかったことから、豊かな
森は鹿の大群を受け入れることができました。天敵の
狼がいたこともあり、いくら数が多くても問題は生ぜ
ず、アイヌの人々にとって鹿は比較的多量に、しかも、
簡単に手に入る獲物でした。鹿の捕獲方法は、犬に追
わせて深い雪中に追い込んで、足をとられて動けない
シカを撲殺したり、崖から落として骨折させたり、沢
を利用して柵に追い込んで捕獲していました。千歳空
港建設時には、鹿を獲るため、中に逆木を埋め込んだ
落とし穴が沢山見つかったとのことです。鹿を １ 頭仕
留めると村全体が １ 週間程も食いつなぐことができた
といわれます。しかし、いくら小規模といっても十数
名程度の村人はいたでしょうから本当に鹿 １ 頭で １ 週
間持たせることができたか不思議に思われます。そこ
にはアイヌの人々が鹿 １ 頭を余すところなく利用する
という知恵がありました。まず肉は大きな塊を表面だ
け火がとおるように茹

ゆ

であげ、チサカンケニ（ci－手
前どもが sakanke－茹でる ni－木）という串に刺し
て、鍋からあげることで肉が収縮し、不要な血液が滲

にじ

み出るので、自然腐敗を防ぎ、それを炉の上の棚で干
します。その表面は包丁の刃も立たないほど固くなり
保存食とされました。剥

は

がし取れない肉つきの骨やス
ペアリブは、山刀などで割って炊いて食べました。鹿
の四肢骨の内部は中空になっており、中に脂の塊

（髄
ずい

）が入っているので、これも取り出して食べます。

煮汁に浮かぶ相当
量の油は、冷める
と 真 っ 白 い 塊 と
なって容易に取る
こ と が で き ま し
た。それを別鍋に
取って、水と共に
煮て冷まし、油が

白く固まってきたら、鍋の中央に草束を刺し込んでお
くと、ドーナツ状になった固まりを鍋から取り出すこ
とができます。この油塊は真夏でも解けることがあり
ません。また、肉のない 4 脚の髄油は１00年でも保存
が可能だそうです。新鮮な肝臓、すい臓、心臓、腎臓
などは生で、ギョウジャニンニクなどと一緒に叩きに
して食べました。鹿の胃は牛と同じで 4 つあり、牛ホ
ルモンと変わりありません。また、腸は中身を押し出
してから30～40cmに切り、棒を使って腸を裏返しに
して、 １ 週間ほど水につけておくと真っ白になり臭み
も抜け、串焼きにしたり鍋の具にしていました。胃も
同様です。肺は空気が入っているので日本料理の麩

ふ

の
ように汁に浮かび、汁の具や焼いても食べます。耳は
皮をむくと軟骨が出てくるのですが、固い首の肉の一
節はそれだけで満腹になる程の量があります。一緒に
刻んで脳みそで和えたり、たたきにしました。血も無
駄にはしません。そのまま時間が経つと分離してしま
うため、削りかけのついた棒で空気と混ぜ続けて肉屑
と一緒に腸に詰め、茹でるとソーセージになります。
これはヨーロッパや東アジアで作られているブラッド
ソーセージと同じものです。角は漢方薬として使われ、
強壮、強精、鎮痛などに効果があるそうです。脚の腱
は縫い糸として使うほか、コラーゲンの塊ですから、
時間をかけて炊き、解かして食べます。抜け毛は綿代
わりに使います。このように、アイヌの人々の徹底し
た生き物の利用は驚くべきものです。そして、鹿の再
生を願う儀式を行い、感謝の辞を述べることも忘れま
せんでした。人間は生物の命を奪い生きる糧とします
が、命に感謝しつつ無駄なく使わせて頂くことが大切
ではないでしょうか。
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